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（４）世界遺産の登録基準への該当性 

 ① 遺産の適用種別及び世界文化遺産の登録基準 

  ・遺産の適用種別：記念物、建造物群及び遺跡（文化的景観を含む） 

  ・登録基準：(ⅲ)、（ⅳ）、（ⅴ）、（ⅵ） 
 

 (ⅲ)白山麓の焼畑は世界の雑穀栽培の焼畑地帯の北限に位置する。ここでは、東南アジアの山の  

神に祈る火入れ儀礼を行う南方系文化とシベリア等の北方系文化が交流し、アフリカ原産のシコ

クビエやスウェーデンカブ等の南北の作物が栽培されている。しかも世界有数の豪雪山岳地帯に

あるという点から特異な地域とされ、アジアの山村における焼畑の文化的伝統を伝承する無二の

存在である。また、石徹白は白山信仰を全国に広めた御師集落で、今も石畳や道標がかつての美

濃禅定道の面影を残すとともに、民家には仏間とは別に立派な｢ハクサンノマ｣がみられるなど、

御師の伝統と習俗を色濃く残し、文化的伝統を継承する稀有な存在である。 

   一方、白山山頂には平安時代に日本で独自に形成された修験道に関する日本最高所の遺跡が  

良好に遺存するとともに、越前馬場の平泉寺では日本最大ともいえる中世宗教都市の遺構が確認

されており、これら遺跡群は日本の宗教の歴史と伝統を語る希有なものである。 
 

 (ⅳ)白峰には平野部より早く、商品経済や分業化が進展し、周辺の山麓に営まれた多数の出作り  

民家と生産物と生活物資との取引を行う商家や山麓の支配を担った大庄屋格の豪家が残り、それ

が奥深い谷間の河岸段丘上に高層の大壁造りの伝統的建築物群を形成している。これは近世日本

の山間集落の伝統的建築物群を代表するものである。また、白山麓は茅葺きのネブキと呼ばれる

平屋建ての木造建築物から屋根が茅から板、瓦葺き、壁が茅から板、土壁へと変化した様々な建

築物が存在する地域であり、建築学的に貴重である。 
 

 (ⅴ)日本の焼畑はその存続が危ぶまれながらも、白山麓では今も続けられており、その焼畑は火  

入れ後施肥もせず農耕した後、長い間休閑させており、その土地の条件に適応した利用形態で、

日本の豪雪山岳地帯の土地利用形態を代表するものである。 

   また、白峰の大きな大壁造りの伝統的建造物群は、土地を高密度に利用するため高層化され  

たものであり、日本の山間集落の土地利用形態を代表するものである。さらに、白山とその山麓

には信仰の対象として巨樹や岩がみられ、自然環境への負荷を最小限に抑えた焼畑農耕体系など

とあわせて、人と環境とのふれあいを示す顕著な例である。 
 

  (ⅵ)山頂と禅定道筋の積石塚などの個々の記念工作物及び遺跡は、神祇信仰及び仏教、その融合の

過程で生まれた修験道などの独特の信仰形態の特質を表す顕著な事例である。また、鳥越城跡は

世界史的に希有な事例とされる、真宗信仰を基盤に百年間にわたり続いた、地域自治の加賀一向

一揆の最後の砦の遺構である。中・近世から継続的に行われている能楽の源流である｢長滝の延

年｣(延年の舞)などの祝祭や「でくまわし」などは、文化的景観を構成する優秀なものである。

さらに、『古今和歌集』や『枕草子』をはじめ日本を代表する多くの文学作品にも登場している。 
 

② 真実性／完全性の証明  

   構成資産のうち国指定文化財については、すでにその価値の真実性は示されており、指定されて

以後、所有者はじめ地方公共団体などにより適切に維持されている。また県・市の指定文化財につ

いては、詳細調査を実施し、国指定を目指すとともに、その適切な保存に努める。国・県・市の指

定を受けていない文化財については、個々の調査により完全性を確認しているが、さらに詳細調査

を実施し、国等の文化財の指定、選定を受けることにより保護し、資産全体の完全性を担保する。 
 

③ 類似資産との比較            
  紀伊山地の霊場と参詣道は、仏教的世界の浄土と関連づけて重要視された過程を示す遺産であ

り、富士山は古来から人々に神聖さと崇高で壮大な美を感じさせる遺産である。また、泰山や廬山

国立公園(中国)などは、山岳信仰に関する遺産である。これに対して今回の再提案は、世界有数の

豪雪山岳地帯の中で、白山の信仰を基盤として形成された特有の生業景観が、人間と自然との共生

を顕著に表していることを示すものである。 

   白川郷・五箇山の合掌造り集落は庄川流域の集落であり、構造や内部の利用形態等において貴重

な木造建築物である。また、ホローケーの古集落(ハンガリー)などは山岳地帯の伝統的集落景観で

ある。一方、今回の再提案は白山信仰を基盤に禅定道筋の山麓に形成された、特有な生業景観であ

る。 


